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【
対
象
】

下
表
の
と
お
り

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
な
く
し
た
人
や
、
４

月
２１
日
以
降
に
本
市
に
転
入
し
、
ほ
か
の
市

区
町
村
が
発
行
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
診
内
容
】

乳
が
ん
検
診
＝
問
診
・
視
触
診
・
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ

子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
問
診
・
内
診
・
細
胞

診
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
に
は
子
宮
体
が

ん
検
診
も
行
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
＝
問
診
・
免
疫
便
潜
血
検

査
（
２
日
法
）

【
受
診
方
法
】

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
同
封
し
た
案
内
を
よ

く
読
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
忘
れ
た
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

【
受
診
期
限
】

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
平
成
２７
年

２
月
２８
日
㈯

大
腸
が
ん
検
診
＝
１２
月
２０
日
㈯

平
成
２１
～
２５
年
度
に
市
の
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
次
の
年
齢

の
人
は
、
今
年
度
に
限
り
、
無
料
で
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

乳
が
ん
検
診
＝
▼
昭
和
４３
年
４
月
２
日
～

同
４７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼
昭
和
３８
年
４
月

２
日
～
同
４２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼
昭
和
３３

年
４
月
２
日
～
同
３７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼

昭
和
２８
年
４
月
２
日
～
同
３２
年
４
月
１
日
生

ま
れ子

宮
頸
が
ん
検
診
＝
▼
昭
和
６３
年
４
月
２

日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼
昭
和
５８

年
４
月
２
日
～
同
６２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼

昭
和
５３
年
４
月
２
日
～
同
５７
年
４
月
１
日
生

ま
れ
▼
昭
和
４８
年
４
月
２
日
～
同
５２
年
４
月

１
日
生
ま
れ

場
所
＝
市
内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
＝
５５
歳
以
上
（
昭
和
３５
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
）
の
男
性

内
容
＝
問
診
・
血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
）費

用
＝
５
０
０
円

平
成
２６
年
度
市
民
税
の
非
課
税
世
帯
・

生
活
保
護
世
帯
・
中
国
残
留
邦
人
等
支
援

給
付
金
受
給
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
＝
は
が
き
か
４
月
１
日
発
行

の
「
各
種
検
（
健
）
診
・
相
談
事
業
の
お

知
ら
せ
」
に
付
い
て
い
る
申
込
書
に
、「
前

立
腺
が
ん
検
診
希
望
」・
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

受
診
期
限
＝
１０
月
３１
日
㈮

市
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
へ
、
平
成
２６
年

度
の
保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
今
月
は
被
保
険
者
証
や
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
月
で
す
。

保
険
料
決
定
通
知
書
・
被
保
険
者
証
な
ど
が
届
い
た

ら
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法
や
軽
減
措
置
は
、左
図
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

後期高齢者医療に加入する市民税非課
税世帯の人は、入院時の食事代などの負
担額が減額されます。入院や高額な外来
診療を受診する時は、事前に申請し「後
期高齢者医療限度額適用・標準負担額減
額認定証」の交付を受けてください。
また、現在発行している「後期高齢者
医療限度額適用・標準負担額減額認定証」
の有効期限は 7 月 31 日です。平成 25
年中の所得状況を基に審査し、引き続き
対象となる人には 8月 1日から使用でき
る認定証を 7月中に郵送します。

今月は後期高齢者医療の被保険者証の
切り替え月です。市は、同制度の加入者
へ、8月 1日から使用できる被保険者証
を 7月中に郵送します。
被保険者証が届いたら、住所・氏名・
生年月日・一部負担金割合（医療機関で
の窓口負担割合）などの内容を確認して
ください。一部負担金割合は、平成 25
年中の収入状況により判定しますので、
現在の被保険者証に記載された割合から
変更となる場合があります。
なお、現在の被保険者証は、8月 1日
以降は使用できませんのでご注意くださ
い。

消防本部は、みなさんが縁日などの催しを
安全に安心して楽しめるよう、市火災予防条
例を改正します。
8月からは、花火・縁日・祭りなど多くの
人が集まるイベントで火気を使用する場合は
「消火器の設置」が、火気器具を使う露店を
開設する場合は「消火器の設置」と「消防署
への届け出」が義務付けられます。
問合せ先＝消防本部予防課（☎ 63-7826）

市
は
、市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）

の
加
入
者
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査

と
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
現
れ

た
時
に
は
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診

案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
受
診
し

て
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。場

所
＝
指
定
医
療
機
関

対
象
＝
市
国
保
に
加
入
す
る
４０
～
７４

歳
（
昭
和
１４
年
８
月
１
日
～
同
５０
年
３

月
３１
日
生
ま
れ
）
の
人

市
国
保
加
入
者
対
象
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
す
る
人
を
除
き
ま
す
。

健
診
項
目
＝
問
診
・
身
体
計
測
・
尿

検
査
・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
心
電

図
検
査
・
医
師
に
よ
る
診
察
。
医
師
が

必
要
と
認
め
た
人
の
み
眼
底
検
査

費
用
＝
無
料

受
診
期
限
＝
８
月
３０
日
㈯

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
医
療
課
（
☎

６４
・
１
３
３
２
）
▼
健
康
推
進
課
（
☎

６４
・
１
３
３
５
）

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
健
康
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

７
月
は
、
対
象
者
に
交
付
し
て
い

る
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
月

で
す
。更
新
手
続
き
を
し
た
人
に
は
、

７
月
中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い

受
給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
受
給
し
て
い
て
手
続
き
が
ま

だ
の
人
や
、
新
た
に
対
象
と
な
る
人

は
、
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

福
祉
医
療
費
の
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
認
定
証
を
持
つ
人
は
、
同
認
定

証
も
更
新
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

同
認
定
証
が
必
要
な
人
や
、
収
入
の

減
少
な
ど
で
新
た
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
７
月
３１
日
㈭
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
医
療
費
助
成
の
対
象
】

老
人
医
療
＝
６５
～
６９
歳
・
昭
和
１９

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
７０
歳

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
所
得
税
非
課
税
世
帯

②
一
人
暮
ら
し

③
全
員
が
６０
歳
以
上
の
世
帯

②
③
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

障
害
者
医
療
＝
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
▼
療
育
手
帳
Ａ

相
当
を
持
っ
て
い
る
▼
療
育
手
帳
Ｂ

１
と
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
持
っ

て
い
る
▼
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、

障
害
者
基
礎
年
金
１
級
ま
た
は
２
級

を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
＝
ひ
と
り
親

家
庭
で
、
平
成
２７
年
３
月
末
現
在
１８

歳
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

＊
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は

血
液
中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
で
作
ら
れ

る
た
ん
ぱ
く
質
）
を
測
る
検
査
で
す
。
Ｐ

Ｓ
Ａ
の
値
は
前
立
腺
が
ん
の
ほ
か
、
前
立

腺
肥
大
症
や
前
立
腺
炎
で
も
高
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
基
準
値
を
超
え
た
場
合

は
、診
断
を
確
定
す
る
た
め
精
密
検
査（
有

料
）
が
必
要
で
す
。

＊
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

精
密
検
査
に
は
、
直
腸
出
血
や
感
染
症

な
ど
の
合
併
症
を
伴
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
精
密
検
査
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は

医
療
機
関
を
受
診
し
、
検
査
や
治
療
の
方

針
に
つ
い
て
、
泌
尿
器
科
専
門
医
と
十
分

に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
を

対
象
に
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検

診
手
帳
を
６
月
末
に
郵
送
し
ま
し
た
。

無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ
の
機
会
に
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
１
日
か
ら
、
平
成
２６
年
７
月

～
同
２７
年
６
月
分
の
免
除
・
猶
予
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
難
し
い
人
は
、
申
請
し

承
認
さ
れ
る
と
、
納
付
を
免
除
・
猶

予
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
は
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
せ
ず
未
納
の
ま
ま
で
い
る

と
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
免
除
・
猶
予
の
継
続
審
査

対
象
者
以
外
は
、
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。

な
お
、
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
に
比
べ
て
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
免
除
制
度
】

対
象
＝
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
で
、

次
に
該
当
す
る
人

▼
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
▼
失
業
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

免
除
額
＝
全
額
・
４
分
の
３
・
半

額
・
４
分
の
１

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

対
象
＝
２０
歳
以
上
３０
歳
未
満
で
、

次
に
該
当
す
る
人

▼
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
▼
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
）
▼
印
鑑
▼
平
成
２４
年
１２
月
３１

日
以
降
に
退
職
し
た
人
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
か
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど

１
月
２
日
以
降
の
転
入
者
は
、
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町
村

が
発
行
す
る
平
成
２６
年
度
所
得
・
課

税
証
明
書
か
非
課
税
証
明
書
が
必
要

で
す
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

7 月は、法務省が唱える社
会を明るくする運動の強調月
間です。
今年で 64 回目となる同運
動は、犯罪や非行の防止と、
罪を犯した人たちや非行をし
た少年たちの更生について理
解を深め、力を合わせて明る
い社会を築こうとするもので

す。
6 月 13 日、市社会を明る
くする運動推進委員会副委員
長と委員が市役所を訪れ、同
運動への協力を求める法務大
臣からのメッセージを石井市
長へ手渡しました。
問合せ先＝人権啓発推進課

（☎ 64-1336）

市
は
、
７
月
か
ら
新
た
に
前
立
腺
が

ん
検
診
を
始
め
ま
す
。

高
齢
化
や
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど

で
、
５０
歳
以
上
の
男
性
に
前
立
腺
が
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。
初
期
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

初
期
の
う
ち
に
見
つ
か
れ
ば
、
治
る
確

率
が
高
い
が
ん
で
す
。
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